
コンピューターシステム（CAEシステム）
令和７年度、工業技術総合センターでは、県内企業の皆様の様々な製品開発・技術開発を支援するた

め、各技術分野において実績のあるソフトウェアを中心に、幅広い分野に対応したコンピュータシステ
ム（CAEシステム）を更新しました。

■システムの概要
本システムは、機械系・電気系のCAEソフトウェアに加え、共通ツールや

ＤＸ支援ツールで構成されています。コンピュータ上で製品の構造解析など
様々な検証を行えるため、試作回数を大幅に削減し、短期間で高品質な製品
開発を実現できます。

■ご利用について
設備利用、依頼試験、研究によりご利用いただけます。詳細については担当部門にお問い合わせ下さい。
・材料技術部門 TEL 026-226-2812 kogyoshiken@pref.nagano.lg.jp
・精密・電子・航空技術部門 TEL 0266-23-4000 seimitsushiken@pref.nagano.lg.jp
・環境・情報技術部門 TEL 0263-25-0790 kankyojoho@pref.nagano.lg.jp
・食品技術部門 TEL 026-227-3131 shokuhinshiken@pref.nagano.lg.jp

■機械系CAE
材料、精密担当部門構造解析・伝熱解析

ANSYS Mechanical Premium、CFDソフトウェア
構造、振動、熱、電磁場などの連成解析、CAD 連携機能を有した統合ソフ
トで、幅広い物理現象の解析に利用できます。用途

材料担当部門熱流体解析
scFLOWソフトウェア

ファンなどの回転機械による流れ場を可視化したり、放熱部品の効果を確認
することに利用できます。

用途

材料担当部門樹脂流動解析
3D TIMONソフトウェア

射出成形時の充填、保圧冷却、金型冷却、繊維配向、反り、インサート部品
の変形などの解析に利用できます。

用途

精密担当部門プレス板成形解析
ASU/P-formソフトウェア

板材料のプレス、曲げなどの加工による板厚の変化や応力分布、しわや割れの
予測、加工力の予測などの解析に利用できます。

用途

精密担当部門鍛造解析
DEFORMソフトウェア

冷間・温間・熱間鍛造、材料流れの解析や荷重予測により、厚肉鍛造加工部品
の成形過程の検証と効率的な金型設計に利用できます。

用途

材料担当部門構造最適化
OPTISHAPE-TSソフトウェア
トポロジー最適化、ノンパラメトリック形状最適化などの複数の最適化機能
により、構造物の最適な形状などを検討することができます。用途



■電気系CAE

精密担当部門電磁界解析
ANSYS HFSSソフトウェア
アンテナや高周波回路の設計において、試作前に視覚的に電界を検証するこ
とにより、効率的な製品開発が可能になります。用途

■共通ツール

材料、精密、環境担当部門設計者用統合型簡易シミュレータ
Femtetソフトウェア
設計者向けソフトウェアで、電磁場、応力、熱伝導、圧電、音波の各解析と
それらを連成させた解析を簡単に行うことができます。用途

材料、精密、環境担当部門汎用３次元CAD
SOLIDWORKSソフトウェア
機械設計用途の３Dモデリングソフトウェアで、製品の３次元モデルや２次元
図面などを作成することができます。用途

環境担当部門樹脂３Dプリンタ
J35Proソフトウェア
最大３種類の材料を同時使用でき、透明・硬質・ゴムライクな材料を組み合
わせた高精度な造形物を試作することができます。用途

■DX支援ツール

環境担当部門カーボン排出量削減支援システム
FD-G25、PW3365-10など計測器
生産現場における設備等の電力や空気圧縮空機の流量を測定し、データを収
集することにより、生産設備等の状況を把握することができます用途

食品担当部門品温モニタリングシステム
ラクーラソフトウェア
酒造り三工程（麹/酒母/もろみ）における品温/室温を常時モニタリングし、
クラウド上でデータを記録・可視化することができます。用途

環境担当部門AI活用支援システム
AWS、MatrixFlowソフトウェア
AIによる学習、予測、分析等をクラウド上で行うことができます。また、ノ
ンプログラミングで高精度なAIを作成することができます用途

環境担当部門動作解析システム
AnyBodyソフトウェア
モーションキャプチャ等のデータを読み込み、必要な筋力、関節力、エネル
ギー消費などを計算し、作業負担評価や製品の人間工学設計に利用できます。用途


